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超電導理論を展開し，いままでの取扱いでは，例えば質量数 150 の原子核に混じる士 2 だけ違う
原子核の割合は30%にもおよぶ乙とがわかった。従って超電導理論を原子核に適用して得られた
成功も， 必ずしも充分なものであったとはいえないことがわかる。 さらに粒子数保存理論を 1-
の励起状態の説明に適用した。乙の 1- 状態は原子核の八重極振動として説明されたが，粒子数
を保与させると殻効果が強くあらわれて原子核の質量数が異なると励起エネノレギーの変化が大き
く算出され，実験事実と矛盾する乙とがわかった。従来の超電導理論で説明が成功したかにみえ
たのは，粒子数非保存のために質量数の迷う原子核について平均したものになっていたためと思
われる。
このように新しい理論を展開し，より深く原子核の性質について分析できるようにした功績は
大きい。よって理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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